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天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
を

仰
ぎ
３
月
１１
日
、
東
京
・
国
立
劇

場
で
「
東
日
本
大
震
災
１
周
年
追

悼
式
」
が
開
催
さ
れ
た
。
追
悼
式

に
は
遺
族
の
方
々
を
は
じ
め
、
内

閣
総
理
大
臣
、
衆
参
両
院
議
長
、

最
高
裁
判
所
長
官
の
三
権
の
長
の

ほ
か
、
国
会
議
員
や
自
治
体
関
係

者
ら
が
参
列
。
本
会
会
長
の
関
谷

博
・
下
関
市
議
会
議
長
も
追
悼
の

列
に
加
わ
り
午
後
２
時
４６
分
、
震

災
の
発
生
時
刻
に
合
わ
せ
黙
祷
が

捧
げ
ら
れ
た
。
野
田
総
理
は
黙
祷

の
の
ち
、
式
辞
で
「
今
も
な
お
行

方
の
分
か
ら
な
い
方
々
の
ご
家
族

を
始
め
、
被
災
さ
れ
た
全
て
の
方

々
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
」
と
述
べ
、
哀
悼
の
意

を
表
し
た
�
２
面
に
全
文
。

続
い
て
天
皇
陛
下
よ
り
、
お
こ

と
ば
を
賜
っ
た
。
陛
下
は
「
思
い

も
掛
け
な
い
巨
大
地
震
と
津
波
に

襲
わ
れ
、
ほ
ぼ
２
万
に
及
ぶ
死
者
、

行
方
不
明
者
が
生
じ
ま
し
た
」

「
そ
の
中
に
は
消
防
団
員
を
始
め
、

危
険
を
顧
み
ず
、
人
々
の
救
助
や

防
災
活
動
に
従
事
し
て
命
を
落
と

し
た
多
く
の
人
々
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
」
と
述
べ
ら
れ
、
被
災
者
の

み

た
ま

御
霊
を
慰
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
被

災
者
や
被
災
地
の
た
め
に
働
い
て

き
た
者
、
原
発
事
故
に
対
応
す
る

べ
く
働
い
て
き
た
者
の
尽
力
に
対

し
、
ね
ぎ
ら
い
の
お
こ
と
ば
を
掛

け
ら
れ
た
�
２
面
に
全
文
。

当
日
は
東
北
各
地
で
も
追
悼
式

が
営
ま
れ
、
東
京
の
会
場
と
と
も

に
被
災
者
に
対
し
鎮
魂
と
復
興
へ

の
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
た
。
警
察
庁

が
３
月
７
日
に
公
表
し
た
資
料
�

４
面
掲
載
�
に
よ
る
と
、
こ
の
震

災
に
よ
る
死
亡
者
は
１
万
５
８
５

４
人
、
行
方
不
明
者
は
３
２
７
１

人
に
も
及
ん
で
い
る
。

負負
担担
金金
未未
納納
のの

安安
中中
市市
をを
提提
訴訴

市
議
会
議
員
共
済
会
（
会
長
�

関
谷
博
・
下
関
市
議
会
議
長
）
は

２
月
２１
日
、
共
済
会
へ
納
付
す
べ

き
負
担
金
約
１
億
円
が
未
納
と
な

っ
て
い
る
群
馬
県
安
中
市
に
対

し
、
負
担
金
請
求
の
訴
え
を
東
京

地
方
裁
判
所
へ
提
起
し
た
。

地
方
議
会
議
員
年
金
制
度
の
廃

止
に
伴
い
、
退
職
年
金
等
の
給
付

に
要
す
る
費
用
は
自
治
体
が
負
担

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

共
済
会
で
は
、
去
る
２
月
１０
日

に
開
催
し
た
第
１
０
３
回
代
議
員

会
に
お
い
て
、
２
月
２０
日
ま
で
と

し
た
納
付
期
限
ま
で
に
負
担
金
が

未
納
で
あ
る
な
ら
、
同
市
に
対
し

負
担
金
請
求
の
訴
え
を
東
京
地
方

裁
判
所
へ
提
起
す
る
こ
と
を
議
決

し
て
い
た
。

政

府

は
３
月
９
日
、

「
地
域
の
自
主
性
及
び
自

立
性
を
高
め
る
た
め
の
改

革
の
推
進
を
図
る
た
め
の

関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律
案
」
い
わ
ゆ
る
第

３
次
一
括
法
案
�
３
面
に

概
要
掲
載
�
を
閣
議
決
定

し
た
。
合
わ
せ
て
地
方
自

治
法
の
一
部
改
正
法
案
も

閣
議
決
定
し
た
。
両
法
案

は
同
日
、
国
会
へ
提
出
さ

れ
た
。
自
治
法
改
正
案
は
、

１２
月
１５
日
開
催
の
第
２
回

地
制
調
総
会
で
取
り
ま
と

め
た
意
見
を
法
案
へ
反
映

さ
せ
た
も
の
�
本
紙
第
１

８
１
８
号
掲
載
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1826号３月１５日平成24年
（2012年）

東
日
本
大
震
災
１
周
年
追
悼
式

鎮魂・あれから１年

共済会

追
悼
の
式
典
は
天
皇
皇
后
両
陛
下

の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
開
催
さ
れ
た

【
写
真
提
供
�
内
閣
広
報
室
】

国会へ３次一括法案
改正自治法案

追
悼
式
で
式
辞
を
述
べ
る
野
田
総
理
【
写
真
提
供
�
内
閣
広
報
室
】

（１） 平成２４年３月１５日 第１８２６号



東
日
本
大
震
災
か
ら
１
周
年
、

こ
こ
に
一
同
と
共
に
、
震
災
に
よ

り
失
わ
れ
た
多
く
の
人
々
に
深
く

哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

１
年
前
の
今
日
、
思
い
も
掛
け

な
い
巨
大
地
震
と
津
波
に
襲
わ

れ
、
ほ
ぼ
２
万
に
及
ぶ
死
者
、
行
方

不
明
者
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
の
中

に
は
消
防
団
員
を
始
め
、
危
険
を

顧
み
ず
、
人
々
の
救
助
や
防
災
活

動
に
従
事
し
て
命
を
落
と
し
た
多

く
の
人
々
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
こ
の
震
災
の
た
め
原
子

力
発
電
所
の
事
故
が
発
生
し
た
こ

と
に
よ
り
、
危
険
な
区
域
に
住
む

人
々
は
住
み
慣
れ
た
、
そ
し
て
生

活
の
場
と
し
て
い
た
地
域
か
ら
離

れ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

再
び
そ
こ
に
安
全
に
住
む
た
め
に

は
放
射
能
の
問
題
を
克
服
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
困
難
な
問

題
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
の
大
震
災
に
当
た
っ
て

は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
関
係

者
や
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

被
災
地
へ
足
を
踏
み
入
れ
、
被
災

者
の
た
め
に
様
々
な
支
援
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

活
動
は
厳
し
い
避
難
生
活
の
中

で
、
避
難
者
の
心
を
和
ま
せ
、
未

来
へ
向
か
う
気
持
ち
を
引
き
立
て

て
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
被
災
者
や
被
災
地
の
た

め
に
働
い
て
き
た
人
々
、
ま
た
、

原
発
事
故
に
対
応
す
る
べ
く
働
い

て
き
た
人
々
の
尽
力
を
、
深
く
ね

ぎ
ら
い
た
く
思
い
ま
す
。

ま
た
、
諸
外
国
の
救
助
隊
を
始

め
、
多
く
の
人
々
が
被
災
者
の
た

め
様
々
に
心
を
尽
く
し
て
く
れ
ま

し
た
。
外
国
元
首
か
ら
の
お
見
舞

い
の
中
に
も
、
日
本
の
被
災
者
が

厳
し
い
状
況
の
中
で
互
い
に
絆
を

大
切
に
し
て
復
興
に
向
か
っ
て
歩

ん
で
い
く
姿
に
印
象
付
け
ら
れ
た

と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
世
界
各
地
の
人
々
か
ら
大
震

災
に
当
た
っ
て
示
さ
れ
た
厚
情
に

深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

被
災
地
の
今
後
の
復
興
の
道
の

り
に
は
多
く
の
困
難
が
あ
る
こ
と

と
予
想
さ
れ
ま
す
。
国
民
皆
が
被

災
者
に
心
を
寄
せ
、
被
災
地
の
状

況
が
改
善
さ
れ
て
い
く
よ
う
た
ゆ

み
な
く
努
力
を
続
け
て
い
く
よ
う

期
待
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の

大
震
災
の
記
憶
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
子
孫
に
伝
え
、
防
災
に
対
す

る
心
掛
け
を
育
み
、
安
全
な
国
土

を
目
指
し
て
進
ん
で
い
く
こ
と
が

大
切
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
人
々
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
国
土
が
築
か
れ
て
い
く
こ

み

た
ま

と
を
一
同
と
共
に
願
い
、
御
霊
へ

の
追
悼
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

本
日
こ
こ
に
、
天
皇
皇
后
両
陛

下
の
御
臨
席
を
仰
ぎ
、
東
日
本
大

震
災
１
周
年
追
悼
式
を
挙
行
す
る

に
当
た
り
、
政
府
を
代
表
し
て
、

謹
ん
で
追
悼
の
言
葉
を
申
し
上
げ

ま
す
。

い
ち
ど
き

多
く
の
尊
い
命
が
一
時
に
失
わ

れ
、
広
範
な
国
土
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
の

発
生
か
ら
、
１
年
の
歳
月
を
経
ま

し
た
。

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
無
念

さ
、
最
愛
の
家
族
を
失
わ
れ
た
御

遺
族
の
皆
様
の
深
い
悲
し
み
に
思

い
を
致
し
ま
す
と
、
悲
痛
の
念
に

堪
え
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
衷
心
よ
り

哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、

今
も
な
お
行
方
の
分
か
ら
な
い
方

々
の
御
家
族
を
始
め
、
被
災
さ
れ

た
全
て
の
方
々
に
、
心
か
ら
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
み

た
ま

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
御
霊
に

報
い
、
そ
の
御
遺
志
を
継
い
で
い

く
た
め
に
も
、
本
日
、
こ
こ
に
３

つ
の
こ
と
を
お
誓
い
い
た
し
ま

す
。１

つ
目
は
、
被
災
地
の
復
興
を

１
日
も
早
く
成
し
遂
げ
る
こ
と
で

す
。今

も
な
お
、
多
く
の
方
々
が
、

不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
皆
様
の
生

活
の
再
建
を
進
め
る
と
と
も
に
、

生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
を
よ
り

安
全
で
住
み
よ
い
街
と
し
て
再
生

さ
せ
よ
う
と
す
る
被
災
地
の
取
組

に
最
大
限
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

原
発
事
故
と
の
戦
い
は
続
い
て

い
ま
す
。
福
島
を
必
ず
や
再
生
さ

せ
、
美
し
い
ふ
る
さ
と
を
取
り
戻

す
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

２
つ
目
は
、
震
災
の
教
訓
を
未

来
に
伝
え
、
語
り
継
い
で
い
く
こ

と
で
す
。

自
然
災
害
が
頻
発
す
る
日
本
列

島
に
生
き
る
私
た
ち
は
、
大
震
災

で
得
ら
れ
た
教
訓
や
知
見
を
、
後

世
に
伝
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
今
般
の
教
訓
を
踏
ま

え
た
全
国
的
な
災
害
対
策
の
強
化

を
早
急
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

３
つ
目
は
、
私
た
ち
を
取
り
結

ぶ
「
助
け
合
い
」
と
「
感
謝
」
の

心
を
忘
れ
な
い
こ
と
で
す
。

被
災
地
の
復
興
に
は
、
こ
れ
か

ら
も
、
震
災
発
生
直
後
と
同
様

に
、
被
災
地
以
外
の
方
々
の
支
え

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
海
外

か
ら
の
温
か
い
支
援
に
「
恩
返

し
」
す
る
た
め
に
も
、
国
際
社
会

へ
の
積
極
的
な
貢
献
に
努
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

我
が
国
の
繁
栄
を
導
い
た
先
人

た
ち
は
、
危
機
の
た
び
に
、
よ
り
逞

し
く
立
ち
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
被
災
地
の
苦
難
の
日

々
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
共
に
手

を
携
え
て
、
「
復
興
を
通
じ
た
日

本
の
再
生
」
と
い
う
歴
史
的
な
使

命
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。
み

結
び
に
、
改
め
て
、
永
遠
に
御

た
ま霊
の
安
ら
か
な
ら
ん
こ
と
を
お
祈

り
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
御
遺

族
の
皆
様
の
御
平
安
を
切
に
祈
念

し
て
、
私
の
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。

総
務
省
統
計
局
が
３
月

２
日
付
で
公
表
し
た
「
家

計
調
査
報
告
―
平
成
２４
年

１
月
分
速
報
」
に
よ
り
東

日
本
大
震
災
が
発
生
し
て

以
降
、
今
年
１
月
に
初
め

て
全
国
の
電
気
使
用
量
が

対
前
年
同
月
比
を
上
回
っ

た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

震
災
を
引
き
金
と
し
た

節
電
の
意
識
を
背
景
に
、

１
世
帯
あ
た
り
の
電
気
使

用
量
は
昨
年
１２
月
ま
で
減

少
が
続
い
て
い
た
。
し
か

し
寒
波
の
影
響
に
よ
り
暖

房
需
要
が
高
ま
り
、
今
年

１
月
の
使
用
量
は
前
年
同

月
と
比
べ
、
０
・
２
％
の

増
加
と
な
っ
た
。

天天
皇皇
陛陛
下下
のの
おお
ここ
とと
ばば

東
日
本
大
震
災
１
周
年
追
悼
式

野
田
総
理
の
式
辞

東
日
本
大
震
災
１
周
年
追
悼
式

東日本大震災後初の上昇
電気使用量が対前年同月比増

第１８２６号 平成２４年３月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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地地域域のの自自主主性性及及びび自自立立性性をを高高めめるるたためめのの
改改革革のの推推進進をを図図るるたためめのの関関係係法法律律のの整整備備
にに関関すするる法法律律案案（（第第３３次次一一括括法法案案））のの概概要要

平成２４年３月

内閣府地域主権戦略室

１．義務付け・枠付けの見直しの経緯

地方自治体に対する義務付け・枠付けについて

は、地方分権改革推進委員会の勧告を受けて、「施

設・公物設置管理の基準」等について、これまで２

次の見直しを実施してきたところ。（第１次一括法

（平成２３年４月成立）、第２次一括法（平成２３年

８月成立））

第１次一括法附則第４７条において、残された条

項についても、できる限り速やかに見直しを行うこ

ととされていることを受け、下記の３つの重点事項

を中心に、第３次の見直しを行うもの。

２．改正内容

義務付け・枠付けの更なる見直し（Ｈ２３．１１．２９

閣議決定）を踏まえ、関係法律の整備（６９法律）

を行う。

（１）地方からの提言等に係る事項

・都道府県交通安全対策会議の知事が必要と認め

る者の任命

・指定居宅介護支援事業の人員・運営に関する基

準の条例委任

・地域包括支援センターの基準の条例委任

・農業委員会の選挙区の基準の見直し

（２）通知・届出・報告、公示・公告等

・農用地利用規程の公告の義務の廃止

・宅地造成工事規制区域の指定の大臣への報告の

義務の廃止

（３）職員等の資格・定数等

・消防長及び消防署長の資格の条例委任

・私立学校審議会の委員の定数の廃止

・都道府県建築士審査会の委員の定数の廃止

・公害健康被害認定審査会の委員の上限数の廃止

（４）その他

・高齢者部分休業の期間の上限の廃止

・地方独立行政法人を非公務員型に移行する定款

変更を可能に

３．施行期日

�直ちに施行できるもの→公布の日
�政省令等の整備が必要なもの→公布の日から起
算して３月を経過した日

�地方自治体の条例や体制整備が必要なもの→平
成２５年４月１日等

環
境
省
が
「
津
波
被
害
に
よ
る

岩
手
県
・
宮
城
県
の
災
害
廃
棄
物

の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
」
と
題
し

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
東

北
の
１
日
も
早
い
復
興
の
た
め
、

全
国
の
自
治
体
・
国
民
へ
協
力
を

呼
び
か
け
て
い
る
。
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
よ
れ
ば
、
地
震
や
津
波
な
ど

の
被
害
で
発
生
し
た
災
害
廃
棄
物

は
平
成
２１
年
度
比
で
、
岩
手
県
が

約
１１
年
分
、
宮
城
県
は
約
１９
年
分

に
達
し
て
い
る
と
い
う
。
被
災
地

で
は
処
理
施
設
が
不
足
し
、
処
理

し
き
れ
な
い
災
害
廃
棄
物
へ
の
対

策
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
環
境
省
は
、
廃
棄
物
の
処
理

施
設
に
余
力
が
あ
る
自
治
体
や
住

民
の
協
力
を
仰
ぎ
、
災
害
廃
棄
物

の
広
域
処
理
を
訴
え
て
い
る
。

処
理
に
あ
た
っ
て
は
、
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
不
検
出
ま
た
は

低
レ
ベ
ル
で
、
安
全
性
が
確
認
さ

れ
た
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

空
間
放
射
線
量
で
み
て
も
岩
手
県

と
宮
城
県
の
沿
岸
部
は
、
関
東
圏

の
放
射
線
量
と
比
較
し
て
も
高
く

な
い
こ
と
が
分
か
る
�
下
表
。
処

理
に
よ
る
焼
却
灰
も
、
最
も
厳
し

い
条
件
で
の
評
価
で
も
、
処
分
場

周
辺
の
影
響
は
０
・
０１
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
以
下
で
あ
り
、
人
体
へ
の

影
響
は
無
視
で
き
る
と
い
う
。

環
境
省
の
「
広
域
処
理
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
窓
口
」
は
�
０３

（
５
３
３
３
）
８
２
５
０
（
午
前

９
時
３０
分
〜
午
後
６
時
１５
分
）

岩手県と宮城県の
災害廃棄物受入れ
環環境境省省がが広広報報

岩岩岩手手手県県県及及及びびび宮宮宮城城城県県県沿沿沿岸岸岸部部部ののの
空空空間間間放放放射射射線線線量量量ははは
高高高くくくああありりりままませせせんんん。。。

空間放射線量（地上１ｍでの測定結果）
空間線量率

�．��
�．��
�．��
�．��
�．��
�．��
�．��
�．��
�．��
�．��
�．��
�．��

関東圏：文部科学省ＨＰ放射線モニタリング情報（１１月３０日
計測結果）

岩手県：岩手県ＨＰ地表付近の放射線量率の測定結果
宮古市、陸前高田市：１１月４日～１１日計測結果
久慈市、野田村：１１月２日～１１日計測結果

宮城県：宮城県放射線情報サイトＨＰ（１１月３０日計測結果）

市区町村名
久慈市
野田村
宮古市
陸前高田市
気仙沼市
石巻市
名取市
水戸市
宇都宮市
前橋市
さいたま市
新宿区

県 名

岩手県

宮城県

茨城県
栃木県
群馬県
埼玉県
東京都

東
北
沿
岸
部

関
東
圏

単位：マイクロシーベルト／時間

（３） 平成２４年３月１５日 第１８２６号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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※ 未確認情報を含む。
※ ４月７日に発生した宮城県沖を震源とする地震、４月１１日に発生した福島県浜通りを震源とする地震、４月１２日に発生し
た福島県浜通りを震源とする地震、５月２２日に発生した千葉県北東部を震源とする地震、７月２５日に発生した福島県沖を震
源とする地震、７月３１日に発生した福島県沖を震源とする地震、８月１２日に発生した福島県沖を震源とする地震、８月１９日
に発生した福島県沖を震源とする地震、９月１０日に発生した茨城県北部を震源とする地震、１０月１０日に発生した福島県沖を
震源とする地震、１１月２０日に発生した茨城県北部を震源とする地震、平成２４年２月１９日に発生した茨城県北部を震源とする
地震及び３月１日に発生した茨城県沖を震源とする地震の被害を含む。

▼
議
長

▽
吉
川

松
澤

正（
２
・
６
）

▽
松
浦

金
内
武
久（
２
・
６
）

▽
戸
田

平
野

進（
２
・
７
）

▽
茨
木

中
村
信
彦（
２
・
９
）

▽
都
城

�
田

勉（
２
・
９
）

▽
津

田
村
宗
博（
２
・
１３
）

▽
指
宿

森

時
�（
２
・
１３
）

▼
副
議
長

▽
吉
川

五
十
嵐
惠
千
子（
２
・
６
）

▽
松
浦

尾
野
一
男（
２
・
６
）

▽
戸
田

三
浦
芳
一（
２
・
７
）

▽
茨
木

坂
口
康
博（
２
・
９
）

▽
都
城

児
玉
優
一（
２
・
９
）

▽
指
宿

前
田

猛（
２
・
１３
）

▽
津

村
田
彰
久（
２
・
１４
）

▽
水
戸
市
（
茨
城
県
）

〒
３
１
０
―
８
６
１
０

水
戸
市
中
央
１
―
４
―
１

�
０
２
９
―
２
３
２
―
９
２
４
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
は
変
更
な
し

お
知
ら
せ

本
紙
３
月
２５
日
付
第
１

８
２
７
号
は
、
第
１
８
２

８
号
と
併
せ
、
４
月
５
日

付
第
１
８
２
７
・
２
８
号

と
し
て
発
行
し
ま
す
。

議議
会会
人人
事事

広 報 資 料
平 成２４年 ３ 月 ７ 日
警察庁緊急災害警備本部

鉄

軌

道

箇所

２６

２

１

２９

堤

防

決

壊

箇所

４５

４５

山

崖

崩

れ

箇所

６

５１

２９

９

３

４０

９

５５

３

２０５

橋

梁

被

害

箇所

４

２９

３

４１

１

７８

道

路

損

壊

箇所

２

３０

３９０

９

２１

１８７

１３

３０７

２５７

３６

１６０

２３４３

１６２

１

３９１８

建物被害

非

住

家

被

害

戸

４６９

１１９４

４７５２

３４０９４

３

１１１６

２０

１４５１４

２９５

３３

６６０

１３

７

９

９

５７１８８

一

部

破

損

戸

７

８３２

７７１８

２１６４１４

３

１４７４４４

２５７

１７９５５１

６９６３０

１７２４６

１８００

４４１６２

４０７

９

４

１３

６８５４９７

床

下

浸

水

戸

５４５

３２３

１２８４２

３４０

７０８

１

７２２

５

９

８

１５５０３

床

上

浸

水

戸

３２９

１７６１

１５４０３

１０５３

１７２１

１５４

２

２

２

２０４２７

半

焼

戸

１５

１３５

３

３１

１

１５

２８１

全

焼

戸

７７

３

１

流

失

戸

半

壊

戸

４

８５２

４５６２

１３８７２１

８０

６５１８３

１１

２３９５１

２０７６

７

１９４

９８６１

３８

２４５５４０

全

壊

戸

３１１

２０１８５

８３９３２

３７

２０１４２

２７１７

２６５

２４

７９８

１２８４１１

人的被害

負 傷 者

合

計

人

３

６１

１９８

４１３３

１２

２９

１８２

９０

７０９

１３４

３８

４２

２５１

１３２

３

２

１

３

１

１

６０２５

軽

傷

人

３

４５

８

２１

１６２

７６

６７６

１２７

２５

３６

２２６

１１５

３

２

１

２

１

１

重

傷

人

１６

４

８

２０

１４

３３

７

１３

６

２５

１７

１

行

方

不

明

人

１

１２９９

１７５４

２１４

１

２

３２７１

死

者

人

１

３

４６７１

９５１２

２

１６０５

７

２４

４

１

２０

４

１５８５４

災害種別

都道府県

北 海 道

青 森

岩 手

宮 城

秋 田

山 形

福 島

東 京

茨 城

栃 木

群 馬

埼 玉

千 葉

神奈川

新 潟

山 梨

長 野

静 岡

岐 阜

三 重

徳 島

高 知

合 計

東
北

関
東

中
部

四
国

合 計

約４，２００人

約５５０人

約４，７５０人

福島県

約２，２７０人

約５１０人

約２，７８０人

宮城県

約１，２１０人

約４０人

約１，２４０人

岩手県

約７３０人

約７３０人

自県体制

特別派遣

合 計

平成２３年（２０１１年）東北地方太平洋沖地震の被害状況と警察措置
（管区ごとの取りまとめ）

【活動部隊】

議議
会会
所所
在在
地地
変変
更更

第１８２６号 平成２４年３月１５日 （４）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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